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 第 90 回研究会例会を開催致します。今回は、京都大学東南アジア研究センタ
ーの 柳澤柳澤柳澤柳澤    雅之雅之雅之雅之 氏に下記のようにご報告していただきます。皆様の多数のご
参会と活発な討論を心から期待してお待ちしております。 
 
 

記 
 
日   時 ： 1999 年 7 月 16 日（金）16:00～18:00 
会   場 ： 東南アジア研究センター 共同棟３階セミナー室 

（京都市左京区下阿達町 46 川端通り荒神橋東詰め） 

話題提供者 ： 柳澤柳澤柳澤柳澤    雅之雅之雅之雅之 氏 
話   題 ： 「「「「ベトナム紅河ベトナム紅河ベトナム紅河ベトナム紅河デルタ村落の起業家たちデルタ村落の起業家たちデルタ村落の起業家たちデルタ村落の起業家たち    

－コックタイン合作社のジャガイモ栽培から－－コックタイン合作社のジャガイモ栽培から－－コックタイン合作社のジャガイモ栽培から－－コックタイン合作社のジャガイモ栽培から－」」」」    
    
    

～要旨～ 

 

1986 年に始まる一連の経済改革(ドイモイ)以降、北ベトナム紅河デルタ村落はさまざ

まな変化を受けてきた。合作社組織についても同様である。多くの地域で有名無実と

なった旧来の合作社組織を解体させる一方、政府は 1996 年に合作社法を成立させ、新

しい協同組合の組織化を促進しようとしている。こうした変化の中、合作社法の成立

を待たずして村落レベルの起業家たちはいち早く活動を開始した。紅河デルタ低位部

に位置するナムディン省コックタイン合作社を事例とし、合作社組織によるジャガイ

モ栽培活動と農民の関わりを通じて合作社組織の変容と村落組織について考察する。 

 
 
 
 

問い合わせ先： 

京都大学農学部地域環境科学専攻（旧熱帯農学専攻） 松田正彦 

Tel.075-753-6374 E-mail matsuda@kais.kyoto-u.ac.jp 

京都大学東南アジア研究センター 田中耕司 

Tel.075-753-7307 E-mail kjtanaka@cseas.kyoto-u.ac.jp 

 


